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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期連結
累計期間

第15期
第３四半期連結
累計期間

第14期

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
８月31日

自平成23年
12月１日
至平成24年
８月31日

自平成22年
12月１日
至平成23年
11月30日

売上高（千円） 3,122,5913,219,4384,182,908

経常利益（千円） 354,830 419,956 385,401

四半期（当期）純利益（千円） 327,170 388,871 629,491

四半期包括利益又は包括利益（千円） 327,138 389,768 628,797

純資産額（千円） 1,718,7392,410,1672,020,398

総資産額（千円） 3,121,9284,036,5233,629,144

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 7,394.02 8,788.46 14,226.45

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 55.1 59.7 55.7

　

回次
第14期

第３四半期連結
会計期間

第15期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3,428.94 3,092.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第14期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　　 　　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成24年10月15日）現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。 

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や設備投資などの緩やかな持ち直しの傾向が見え始め

たものの、雇用情勢など未だ厳しい状況で推移いたしました。

　生鮮青果物流通業界におきましては、バナナの輸入量・価額が概ね前年並みで推移し、小売業の店舗調整後の食料品

販売額は概ね前年並みで推移いたしました。またＩＴ関連投資に関する国内売上高は前年を上回る状況で推移いたし

ました。

　このような状況の下、当社グループは、「全ては生産者と生活者のために」を経営理念に掲げ、「食の流通情報を活

用し、生産者の暮らしを支え、生活者の食生活に貢献する」企業グループを目指しております。この実現に向けて、事

業基盤の強化に向けた業務受託における生産性の向上や総合的なサービスレベルの向上等に継続して取り組むとと

もに、当社が強みを持つサービスの拡販営業活動を推進し、新規顧客獲得に努めてまいりました。

　こうした中、再構築を見据えて現行イーサポートリンクシステムの保守・カスタマイズを抑制したこと、また生鮮Ｍ

Ｄシステムの流通量、業務受託の処理量増加等により、前年同期と比較して増益となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は32億19百万円（前年同期比3.1％増）、営業利益は４億31百万円

（同18.6％増）、経常利益は４億19百万円（同18.4％増）、四半期純利益は３億88百万円（同18.9％増）となりまし

た。
　
　セグメント別の業績は、次のとおりであります。
　
（システム事業）

　システム事業におきましては、主として流通における情報システムの提供を行っております。提供サービスに関わる

ソフトウェア、ハードウェアなどの保守・機能拡張を実施し、サービスレベル向上や災害対応力強化に努めておりま

す。

　輸入青果物サプライチェーン向けに提供するイーサポートリンクシステムにおきましては、現行システムの安定運

用を継続すると共に、近年の多様化する顧客ニーズへの一層の対応を目指し、再構築に向けた開発を進めてまいりま

した。大手量販店デマンドチェーン向けに提供する生鮮ＭＤシステムにおきましては、利用取引先数、データ件数を増

加させてまいりました。

　以上の結果、売上高は16億22百万円（前年同期比5.2％増）、セグメント利益は５億14百万円（同13.2％増）となり

ました。
　
（業務受託事業）

　業務受託事業におきましては、主としてサプライチェーンにおける流通オペレーション機能を提供し、生産性向上に

よる更なる流通合理化に努めております。サプライチェーンの流通合理化を実現するため、オペレーション効率化、人

員配置適正化、災害対応強化などを進めてまいりました。

　以上の結果、売上高は15億７百万円（前年同期比3.3％増）、セグメント利益は５億63百万円（同7.4％増）となりま

した。
　
（農産物販売事業）

　農産物販売事業におきましては、生産者との連携強化及び販路の拡大、収益力の改善に努めてまいりましたが、収支

均衡には至りませんでした。

　以上の結果、売上高は89百万円（前年同期比25.4％減）、セグメント損失は42百万円（前年同期はセグメント損失51

百万円）となりました。
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（2）財政状態

　　① 資産の部

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末と比べて４億７百万円増加し、40億36百万円

（前連結会計年度末比11.2％増）となりました。

　内訳としては、流動資産が27億53百万円（同8.6％増）、固定資産が12億79百万円（同17.7％増）、繰延資産が３百万

円（同37.6％減）となりました。

　流動資産の主な増加要因は、有価証券が１億99百万円、売掛金が38百万円増加した一方、未収入金が32百万円減少し

たことによるものです。

　固定資産の主な増加要因は、ソフトウエア仮勘定が２億96百万円増加した一方、ソフトウエアが１億21百万円減少し

たことによるものです。

② 負債の部

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末と比べて17百万円増加し、16億26百万円（同

1.1％増）となりました。

　内訳としては、流動負債が９億84百万円（同7.6％減）、固定負債が６億41百万円（同18.2％増）となりました。

　流動負債の主な減少要因は、短期借入金が１億２百万円、賞与引当金が62百万円増加した一方、未払費用が１億71百

万円減少したことによるものです。

　固定負債の主な増加要因は、長期借入金が１億35百万円増加した一方、社債が50百万円減少したことによるもので

す。

③ 純資産の部

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末と比べて３億89百万円増加し、24億10百万

円（同19.3％増）となりました。

　この結果、自己資本比率は59.7％となりました。

　その主な増加要因は、四半期純利益を３億88百万円計上したことによるものです。
　
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。　
　
（4）研究開発活動

　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

イーサポートリンク株式会社(E05611)

四半期報告書

 4/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 107,000

計 107,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年10月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,248 44,248

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 44,248 44,248 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年６月１日～

平成24年８月31日
－ 44,248   － 2,721,514   － 620,675

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 ①【発行済株式】

平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式　44,248　

　　
44,248 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 44,248 － －

総株主の議決権 － 44,248 －

 

②【自己株式等】

平成24年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

  

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,932,060 1,941,474

売掛金 381,786 420,554

有価証券 － 199,972

商品及び製品 402 294

仕掛品 6,708 －

原材料及び貯蔵品 7,185 4,969

その他 208,688 187,081

貸倒引当金 △318 △573

流動資産合計 2,536,513 2,753,773

固定資産

有形固定資産 250,476 267,440

無形固定資産

ソフトウエア 335,259 214,100

ソフトウエア仮勘定 102,285 398,608

その他 35,095 27,695

無形固定資産合計 472,639 640,404

投資その他の資産

その他 431,699 437,302

貸倒引当金 △67,145 △65,491

投資その他の資産合計 364,553 371,810

固定資産合計 1,087,669 1,279,655

繰延資産 4,961 3,094

資産合計 3,629,144 4,036,523

負債の部

流動負債

買掛金 8,837 459

短期借入金 381,600 483,800

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

1年内返済予定の長期借入金 55,200 67,866

未払法人税等 14,363 31,595

賞与引当金 20,262 82,627

資産除去債務 － 2,201

その他 525,231 255,866

流動負債合計 1,065,495 984,417

固定負債

社債 110,000 60,000

長期借入金 81,600 217,534

退職給付引当金 241,603 265,249

資産除去債務 27,084 33,402

その他 82,961 65,753

固定負債合計 543,250 641,939

負債合計 1,608,745 1,626,356
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,721,514 2,721,514

資本剰余金 620,675 620,675

利益剰余金 △1,319,368 △930,496

株主資本合計 2,022,820 2,411,692

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,422 △1,525

その他の包括利益累計額合計 △2,422 △1,525

純資産合計 2,020,398 2,410,167

負債純資産合計 3,629,144 4,036,523
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 3,122,591 3,219,438

売上原価 1,939,961 1,915,553

売上総利益 1,182,630 1,303,884

販売費及び一般管理費 818,384 871,999

営業利益 364,246 431,885

営業外収益

受取利息 328 512

受取配当金 496 －

受取保険金 1,266 －

業務受託料 884 4,958

その他 2,968 2,378

営業外収益合計 5,943 7,850

営業外費用

支払利息 9,418 11,487

その他 5,939 8,291

営業外費用合計 15,358 19,779

経常利益 354,830 419,956

特別利益

投資有価証券売却益 － 283

貸倒引当金戻入額 841 －

特別利益合計 841 283

特別損失

固定資産除却損 218 2,489

リース解約損 1,894 770

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 14,510 －

その他 1,991 427

特別損失合計 18,614 3,687

税金等調整前四半期純利益 337,058 416,553

法人税等 9,887 27,681

少数株主損益調整前四半期純利益 327,170 388,871

四半期純利益 327,170 388,871
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 327,170 388,871

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32 896

その他の包括利益合計 △32 896

四半期包括利益 327,138 389,768

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 327,138 389,768
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　 該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

　
【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年12月１日
至  平成24年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。この税率変更により、未払法人税等は17,591千円増加し、法人税

等は同額増加しております。  

EDINET提出書類

イーサポートリンク株式会社(E05611)

四半期報告書

12/17



【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

　 　

減価償却費 195,697千円
　

減価償却費　 173,423千円
　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年８月31日）

１. 配当金支払額 

　　該当事項はありません。

　

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

　の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３. 株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年８月31日）

１. 配当金支払額 

　　該当事項はありません。

　

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

　の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３. 株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　

（単位：千円）

　
システム
事業

 業務受託

事業

農産物販売
事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

売上高       

　外部顧客への売上高 1,542,2381,459,885120,4683,122,591 － 3,122,591

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
4,637 4,531 16,554 25,724△25,724 －

計 1,546,8761,464,416137,0233,148,316△25,7243,122,591

セグメント利益又は

損失（△）
454,599525,299△51,856928,042△563,796364,246

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△563,796千円には、セグメント間取引消去7,164千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△570,960千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　

（単位：千円）

　
システム
事業

 業務受託

事業

農産物販売
事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

売上高       

　外部顧客への売上高 1,622,1081,507,48789,8423,219,438 － 3,219,438

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
4,655 4,016 26,626 35,298△35,298 －

計 1,626,7641,511,503116,4683,254,736△35,2983,219,438

セグメント利益又は

損失（△）
514,688563,973△42,1811,036,480△604,594431,885

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△604,594千円には、セグメント間取引消去9,719千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△614,313千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 7,394円02銭 8,788円46銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 327,170 388,871

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 327,170 388,871

普通株式の期中平均株式数（株） 44,248 44,248

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 24年10月15日

イーサポートリンク株式会社

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員 
業務執行社員

 公認会計士 岩田　亘人　印

 業務執行社員  公認会計士 川村　啓文　印 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイーサポートリン

ク株式会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年６月１

日から平成24年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イーサポートリンク株式会社及び連結子会社の平成24年８月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　

 　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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